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研究成果の概要（和文）： 

 1970 年代におけるライフサイエンス創成期の日本の生命倫理思想には、生命科学技術の
発展に伴って生じつつあった、生命操作の可能性の増大に対する批判的な見解が存在して
いたが、それは「生命」と「科学技術」のあいだの両立不可能性という考え方を基礎にし
ていたことを明らかにした。そして、そういった生命の概念を特徴付けるものを、偶然性、
固有性、有限性、関係性としてまとめることができること、この生命の概念は近年の生命
倫理論争においても、重要な役割を果たしてきたことを示した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
Japanese bioethical thought of the 1970s, the beginning of life sciences age, 

contained critical views against the increase of controllability of life which was 
appearing along the development of biosciences and biotechnology. This research shows 
that the views are based on the idea of contradiction between life and technology. With 
this idea, the concept of life is characterized as contingency, uniqueness, mortality 
and sociality. It also shows that this concept of life has been played an important role 
in the recent bioethical discussions.     
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１．研究開始当初の背景 
 
 生命科学技術研究に伴って社会的な問題
が生じうるという見方、そういった問題の解
決のために倫理的考察が必要であるという

見方、その考察は一つの学問領域を構成する
という見方、まとめて言えば生命倫理あるい
は生命倫理学というものが存在しうる、存在
している、存在すべきであるという見方は、
現在の日本において浸透しつつあると言う
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ことができるであろう。そのため、生命倫理
についての歴史的な検討を行って、「なぜ」
および「どのようにして」今のような生命倫
理が立ち上がってきたのかを検討する試み
が必要であるということもまた、考えられる
ようになってきた。その結果として、実際に
そのような歴史的、社会学的研究が少しずつ
ではあるが行われるようになってきており、
本研究開始時においても、既に大きな成果が
上げられているといえる状況にあった。 

とりわけ、生命倫理について日本よりずっ
と以前から問題化、学問化に熱心であったア
メリカ合衆国では、歴史学的、社会学的研究
が早くから非常に熱心に行われてきたと言
え る （ 歴 史 的 研 究 と し て た と え ば 、
Rothman(1991)が有名であり、社会学的な研
究としては Fox, Renée C.; Swazey, Judith 
(1992)がよく知られた著作である）。そして、
そういった著作が日本においてもよく知ら
れるようになった結果として、日本の研究者
コミュニティ（狭い意味での生命倫理学にと
どまらず、それと関連しうる様々な領域の研
究者集団）の内部においても、日本固有の歴
史的、社会的状況が存在していることを前提
にしながら、そういった歴史や社会状況のも
とで起こった生命倫理問題や生命倫理のあ
り方について明らかにするための研究を進
めようとする者が多数存在するようになっ
てきた。 
 以下では煩瑣になるために個々の具体的
な研究論文・著作に言及することはしないが、
医療従事者の倫理（生命倫理というよりいわ
ゆる医療倫理）の歴史を問題にする試み、ア
メリカ合衆国においても重要な問題とされ
た人体実験倫理の歴史を日本においても追
究する試み（それはしばしば第二次世界大戦
期における軍事研究の歴史研究とつながる）、
さらには倫理学の応用学としての生命倫理
学が倫理学研究者の中で立ち上がってきた
ことを振り返る試み、あるいは科学技術政策
の流れの中でどのように生命倫理が位置づ
けられてきたかを探求する試みなどが行わ
れてきた。また、そういった日本における社
会状況をアメリカ合衆国など他国と比較し
て、日本における制度化、社会化の特徴を考
察する試みも行われている。さらには、アジ
ア諸国における生命倫理研究もまた比較対
象となって、日本の生命倫理の特殊性や歴史
的特徴も少しずつ明らかになってきている
と言える。 
 こういった研究は、それぞれの立場は多様
であり、また考え方に違いはあるものの、ほ
とんどすべて、今後の生命倫理および生命倫
理学研究それ自体がどのような方向に向か
うべきであるかという問題意識を内包した
ものであった。本研究代表者もまた、同様の
問題意識をもっており、最初は科学技術社会

論（ＳＴＳ :Science, Technology and 
 Society）的な観点から歴史的な考察を行っ
た。その際には、科学技術とそれを受容する
制度という枠組みを用いて、生命倫理が求め
られるようになってきた経緯に着目し、歴史
的な考察を進めるための考え方を提唱し、そ
れを具体的な３つの問題のケースにおいて
示した。具体的には、審議会を通じて生命倫
理に関する制度（法律、規則その他）が立ち
上がってくる経過について、専門家、当事者、
政府などの相互作用によって多様な経過や
手続きがありうるという現状を比較考察す
るという研究を行った（林真理『操作される
生命 科学的言説の政治学』NTT 出版 2002
年）。この研究は主に 1980 年代以降を対照と
した生命倫理の政策決定にかかわる問題を
扱ったものであったが、その後それに引き続
いて、さらに時代を遡り、1970 年代における
論争を扱うことにした。 
1980 年代における脳死臓器移植論争を主

要なきっかけにして、日本における生命倫理
（学）が制度化されていったことについては
多くの論者が述べているところである。しか
し、それ以前の時代においても生命倫理に関
わる問題は存在したはずであり、またそうい
った中で議論が様々に行われていた。そうい
った議論においては、 1980 年代における制
度化の中で切り捨てられていったものが多
数あるはずであると考え、そういった概念が
何であるかを探る試みを次に行うことにし
た。その結果として、1970 年代における生命
倫理論争の中で、生命の大切さの根拠とされ
てきたいくつかの概念、生命の偶然性、固有
性、有限性、関係性といった概念にたどり着
くことになった。 
 
２．研究の目的 
  
 このようにして見いだされた、生命の偶然
性、固有性、有限性、関係性といった概念に
ついて、それらがどういった文脈でどのよう
に立ち上がってきたものであるか（あるいは
以前からあったものであるが、あらたな技術
の発展に伴って改めて確認されるようにな
ったのか）を整理し、それらの概念の内実の
多様性を理解すること、またその後の様々な
生命倫理論争の中でそういった概念がどの
ような役割を果たしていったかということ
を明らかにすることを本研究の目的として
設定した。 
さらに、そのための下位目標として以下の

ようなことを考えた。 
（１）1970 年代における生命倫理問題に関

する様々な見解の表明、論争における言説な
どを取り上げ、それぞれの場面で上記の概念
がどのように用いられているかということ
を考察すること。また、こういった生命を巡



る諸概念が、生命科学技術という営みとどの
ような関係を形成するのかについても明ら
かにすること。そのようにして、生命倫理の
立脚点に対して、個人の選択の自由、科学技
術における選択肢の増大がもたらす豊かさ、
生命の質の向上といったこれまで強調され
てきた概念以外の何ものかが存在している
ことを示すこと。 

（２）1980 年代以降においても、生命の偶
然性、固有性、有限性、関係性といった概念
が、様々な論争においてどのように現れてく
るか、あるいは現れてこないのか、それとも
別の形をとるのかということを明らかにし、
考察すること。 
 （３）さらにこういった思想史的、概念的
検討を行うにあたって、既にしばしば指摘さ
れてきた類似概念との異同についての考察
は欠かせないと考えてそれも行うことに決
めた。具体的には、既に存在している「生命
の尊厳」に関する議論、あるいは「人間の尊
厳」という概念と、上記の４つの生命概念と
の関連、相違点を明らかにすること。 
  
３．研究の方法 
 
 1970 年代以降の生命倫理論争の争点を探
ることによって、生命の尊厳、大切さがどの
ように論じられてきたのか、言い換えれば生
命倫理論争において、それぞれの立場の論者
において前提となっている価値観はどのよ
うなものかについて分析、考察を行うことに
した。また、そういった価値観の対立構造を
どのように克服あるいは調整していくかと
いう倫理のあり方についての考察を行った。
またそういった前提として、ミシェル・フー
コーにおける「権力のテクノロジ－」、ジョ
ルジョ・アガンベンの「生政治」、ニコラス・
ローズにおける biopolitics, biocapital と
いった概念を下敷きにしつつ、それらの論争
において言われていること、言われていない
こと、前提とされていること、前提とされて
いないこと、その他論争の置かれている文脈
に関する考察を行った。 
 具体的には、次のような問題に関する考察
を行った。非常に重要な初期の事例として受
精卵研究に関する論争、受精卵の取り違え事
件を巡る問題提起、代理出産を初めとする第
三者のかかわる生殖補助技術に関わる論争、
出生前診断技術の問題である。これらについ
て倫理的な次元の主張を分析し、それらの前
提となっていることがらについて、科学論お
よび生命論の観点から分析を行った。 
 他方で、生命倫理の前提とされてきた「人
間の尊厳」の概念について、それが本研究に
よって導かれた生命の大切さを構成する概
念とどのように重なりまた相違するかを見
極めるために、「人間の尊厳」概念について、

これまでの歴史を探り、またその多様性をつ
かもうとして多少の文献研究を行った。特に
取り上げたのは「尊厳概念の不毛性」に関す
る論争である。 
 
４．研究成果 
 
 生命の偶然性、固有性、有限性、関係性と
いった概念が他者性という概念を巡って関
連していることを見いだし、それらの関係性
について考察を行うことができた。 
 受精卵研究の倫理が「人間」とそうでない
ものを区別すると同時に、生きているより生
きていない方が倫理的であるという考え方
を内包していることを示した。尊厳死、安楽
死を巡る議論においても存在するこういっ
た論理は、身体という他者から疎外された理
念としての自己（人格としての自己）を尊重
し、代わりに身体性を軽視するものである。
それが生資本を支えている身体観、生命観と
なっていること、それに対して偶然性、固有
性、有限性、関係性に基づく問題提起が対抗
的に存在しうることを示した。 
 受精卵の取り違え事件、出生前診断の不確
実性を巡る問題からは、生命科学技術が生命
を制御し、その偶然性を消失させようとする
ものである一方、リスクという形での偶然性
は残存し続け、そのような形で生命の他者性
が見いだされるという事態が生じているこ
と、生命科学技術が完全になりえないことに
おいて、生命の大切さが維持されるという希
望が残ることを見いだした。 
 第三者の関わる生殖技術の問題について
は、関係性の喪失が問題となっており、新た
な関係性の構築という課題が存在している
可能性を指摘することができた。 
 人間の尊厳という概念については、それが
生命の尊厳と大きく異なる部分を持ってお
り、包摂（生命という共通性へと様々なもの
を取り入れていこうとする態度）ではなく差
異化（人間であるものとそうでないものの差
異を重要視する態度）を含んでいるものであ
ることを暫定的に結論付けた。そして、そう
いった結論に基づいて、生命倫理という概念
を、人間の倫理ではなくより広い意味での生
命の倫理へと開いていく方向性を明確にし
た。 
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